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冠動脈モダリティおよびデバイスによる中性脂肪蓄積心筋血管症の診断・治療の評価・

検討に関する研究 

 

研究分担者 天野 哲也 学校法人愛知医科大学  医学部  教授 

 

研究要旨 

中性脂肪蓄積心筋血管症（TGCV）は特徴的な冠動脈病変を有するが、その診断法・治療

法は充分に確立しておらず、より効果的な方法を模索・検討する必要がある。我々の課

題は、冠動脈デバイス（従来のステント治療）やモダリティ（血管内画像や断層画像な

ど）の観点から、従来さらには今後見出される診断法・治療法を評価・検討することで

ある。 

 

A. 研究目的 

 TGCV は難治性希少疾患である。難治性

であるがゆえに、国民の生活を脅かし、

かつ多くの医療資源が投与され医療経済

を圧迫している。そのため、診断を確実

に行い、効果的な治療を行うことが求め

られる。TGCV は特徴的な冠動脈病変を有

するが、その診断法・治療法は充分に確

立していない。冠動脈デバイス（従来の

ステント治療）やモダリティ（血管内画

像など）の観点から、従来さらには今後

見出される診断法・治療法を評価・検討

することが我々の課題である。 

 

B. 研究方法 

研究対象とするTGCV症例を見出すため

に、過去の診療記録から現行の診断に必須

な核医学検査（BMIPPシンチ）の施行の有

無、冠動脈造影検査を調査し、冠動脈イン

ターベンション（PCI）による治療成績、

臨床転帰を調査した。見出した生存患者に

対して、日常臨床の延長で従来治療を行い

つつも、今後、該当患者に治験薬の投与を

検討し、その効果を診断モダリティ（血管

内画像・断層画像など）で評価する。 

先行研究ではTGCVは糖尿病や血液透析

との関連が示唆されるため、透析関連施設

において2011～2017年における上記情報

（BMIPPシンチ、冠動脈造影検査の施行の

有無、PCIによる治療成績、臨床転帰）お

よびTGCV患者のPCI後の１年予後（臨床転

帰）を後方視的に調査調査した。 

（倫理面への配慮） 

いずれも対象となる患者もしくは患者

家族から同意を得ることはもちろん、それ

ぞれの施設において倫理委員会の承認を

得て行われている（関連施設：IRB承認番

号R1-23-02） 
 

C. 研究結果 

透析関連施設において、2011～2017 年

の範囲で 83人の対象患者を後方視的に抽
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出し、TGCV 診断基準 2020 に基づき PCI

を施行した TGCV群および対照群に振り分

け検討した。 

結果は、PCI施行 TGCV群 13人、対照群

23 人が対象患者として同定された。PCI

後の 1 年転帰（心血管死、心筋梗塞およ

び予期せぬ再血行再建の発症率）をカプ

ランマイヤー法により比較すると、TGCV

群で PCI後の 1年転帰が有意に悪い（TGCV

群 60％ vs 対照群 20％、Log-rank検定 p

＜0.05）ことが示された。さらに、TGCV

が PCI 後の 1 年転帰の独立した規定因子

となっていた。 

 

D. 考察 

 これまで、TGCV患者の PCIに関連した

主なデータは、糖尿病患者におけるステ

ント成績しか存在しなかった。今回の調

査で血液透析においては 1年間で 60％前

後の割合で TGCV群にイベントが生じてい

ることが示された。血液透析患者の一部

で、PCI 成績や臨床転帰が悪いことは周知

の通りであるが、TGCVがその予後悪化に

関係している可能性が示唆された。第 3

相治験では、これら従来治療の成績の変

化を、引き続き冠動脈デバイスやモダリ

ティの観点から評価していく必要がある。 

 

E. 結論 

 以上、当該年度の研究結果として、TGCV

合併血液透析患者においては PCI 後 1 年

以内に 60％前後の割合でイベントを生じ

ていることが示された。糖尿病患者と同

等もしくはそれ以上に、血液透析患者に

おいて TGCVは臨床転帰を悪化させる可能

性があることが示された。TGCV 合併血液

透析患者において、従来の治療法は効果

が薄く、さらなる治療法の開発が待たれ

るところである。 

 

F. 健康危険情報 

 該当せず。 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 

該当せず。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む） 

1. 特許取得 

 特記なし 
2. 実用新案登録 

 特記なし 
3. その他 

 特記なし 
 


